
ナノ粒子と吸着性ポリマーの混合懸濁液は、静置下ではサラサラした

ゾル状ですが、流動下では固まってゲル状に転移します。

本研究では、この「流れによるゲル化」のメカニズムを解明するため、

ゲル化が進む過程でのマクロな粘度の上昇とミクロな内部構造の発達を

同時に観測し、その時間的な対応関係を明らかにしました。
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